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野口氏の書斎をあなたに

菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

『インターネット超活用法』

ウェブでちょっとした調べもの

ができたといっても、それはイン

ターネット活用のほんの入り口に

立っているにすぎない。いかに短

時間に必要な情報を正確に探し

出して仕事に結び付けるか、イン

ターネットへ自分から情報を発信

して仕事に役立てることができる

かが大切だ。

本書は「超」シリーズの著者が、

インターネット利用のコツを教え

てくれる。インターネットはどう

使えるか、効率よく活用するには

どうしたらよいかを解説する。手

順を追ってこうしなさいとは言っ

ていないので、中級者向けである。

後半は、インターネットの情報源

を集めたページになっている。こ

れは、前半の活用法を効果的に

利用するためのネタになっている。

そして、これらの集大成である

筆者のホームページ「野口悠紀

雄オンライン」を利用するた

めのアクセスキーが付属し

ている。これをホームペ

ージで使えば、あた

かも野口氏の書斎

を借りているような

気になる。使いやすく整理された

情報ページは個人図書館のように

整備されており、非常に完成度

の高いインターネット活用ページ

である。

インターネットの現状を正確に把握するために

『インターネット白書'99』

インターネットの存在は今や社会

の一部として、大きな影響を与え

る存在になっている。そのインター

ネットの現状をより具体的な数字

で把握しようとするならば、本書

はぜひ必要な一冊だ。膨大なデー

タと専門分野の有識者の解説が、

日本のインターネットの状況を的確

に映し出している。

第1部の利用者動向では、日本

のインターネット人口が1500万人

を超えたことをトップであげ、さら

に個人や会社での利用状況につい

て掘り下げている。2部ではインタ

ーネットを支えるインフラについて

取り上げている。数値として表せ

ない新技術やサービスについては、

研究者、学識者の解説で補われ

ている。そして、3部は全産

業が近年力を注ぎ始めた

インターネットビジネ

ス。電子決済、イ

ンターネット証券取

引、通販、ポータルサイト、

出版、放送、広告などの動向を、

業界関係者、ジャーナリストらが

解説する。4部は社会を主題に犯

罪、セキュリティー、教育、自治

体、法律などとの係わりを、さま

ざまな側面から映し出す。最終部

では、国際的なインターネットの状

況をデータを中心に解説し、世界

やアジアでの日本の位置付けが描

かれる。インターネット関連組織

の解説、1年分のINTERNET

Watchの記事、掲載主要データな

どが収録されている付録CD-ROM

も重要な資料だ。

データの宝庫に振り回されないために

米国の実体を公式文書で読む

『ディジタル・エコノミー』

今から2年前、1997年米国クリ

ントン大統領、ゴア副大統領が発

表した「電子商取引の世界化構

想」の一環で商務省が作成したレ

ポートである。前半で、インターネ

ットが拡大傾向にあり、企業にお

いては電子商取引のインフラとし

て使われ始めている状況を解説し、

そこでの商取引の内容と、消費者

のメリット、それらを支えるIT産

業の経済動向と雇用状況、そして

インターネットのこれからで締めく

くられている。後半では電子商取

引のケーススタディーとして21の

企業の事例を取り上げている。

ここに掲載されている事例

の多くは、ネットワークや

コンピュータベンダ

ー、システムインテ

グレーターが電

子商取引の

成功事例と

して取り上げて

いるものばかりである。

このレポートは米国では2年前に出

版されているから、それから多く出

回った電子商取引の解説本の元ネ

タになっているのは想像がつく。

米国経済が好調である一因が、

電子商取引の発達やそれを支える

IT産業の成長にある。また、そこ

に日本経済の回復のきっかけを見

出そうともしている。どの企業も電

子商取引への展開をキーワードと

している所は多く、非常に期待が

かかっている分野だ。しかし、基

盤となっている日本のインターネッ

トの状況は米国とすべて同じでは

ないという前提を、しっかり把握

しておく必要はあるだろう。
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『インターネット企業戦略』

サブタイトルに「実践的ホームペ

ージの作成」とあるが、本書は、

HTML記述テクニックやクールなデ

ザインの解説の本でもなければ、マ

ーケティング的にヒットするホーム

ページの作り方の本でもない。本

書は、企業人が企業のためにイン

ターネットを、中でもウェブによる

情報発信を活用するためのガイド

ブックである。

インターネットに情報を発信でき

るホームページを実験的に作成し、

企業にとってどのように活

用できるかを思考錯誤し

ていた頃のホームページ

を第1世代ホームページと

呼び、続いて始まった初期の

公式ホームページ、つまり実験

的試みから全社的情報発信手段と

して意識し始めた頃のホームページ

を第2世代ホームページと呼んでい

る。そして本書では、顧客と企業

の関係を再確認し、ホームページ

のコンテンツを整理して体系付け

ながら、情報発信のあり方を再定

義しており、これを第3世代のホー

ムページと呼んで解説している。リ

スクマネージメントやインベスタ

ー・リレーションをも盛りこんでお

り、これからの企業ホームページを

考えるうえで参考になる。

ホームページのビジネス戦略とはこれからの出版を考える

『ルネッサンス
パブリッシャー宣言』

ワープロが流行し、パソコンが会

社に普及する頃、文章をフロッピ

ーディスクに保存することが普通に

なった。人はそれまで、文書はイ

ンクのシミとして紙に記録すること

がごく当り前に感じていたのだが、

文字をフロッピーる磁気媒体に記

録できということを知った。そうし

て、我々は初めてデジタルとして記

録されたテキストを意識し始めた。

いつのまにか、デジタル化された文

書が通信回線を介して、毎日大量

に伝達される時代になっている。

ウェブ、電子メール、添付ファ

イル…どれもデジタル化され

たテキストなのだ。

しかしこんな世の中

でも、いまだにインクの染みのつい

た紙束に依存している業界こそが

出版業界なのである。劣化のない

複写、容易な生産性、保存性も良

好というデジタルデータが趨勢を占

める中、本書では出版はどうなっ

てしまうのだろうかと危機感を募ら

せる。本書ではひつじ書房の創設

者がこれからの出版のあり方を提言

する。インターネットでテキストを

購入する投げ銭システムを提案し、

「シェアテキスト」の流通が経済的

に成り立つことを目指す試みが始

められようとしている。必要がある

限り出版はなくなることはないだろ

う。しかしこれから先がどうなる

かは誰にもわからない。

出版界からのこの

試みに期

待したい。
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初心者にもセキュリティーをわかりやすく

『誰も教えてくれなかった
インターネット・
セキュリティのしくみ』

今年の新入社員もそろそ

ろ配属部署が決まって、いよいよ

専門分野の仕事へと別れていく頃。

そんな新規配属や配置転換でもし

社内の情報サービスへ配属される

と、エンドユーザーの立場から、ネ

ットワークを管理しエンドユーザー

をトラブルから守る立場へと180度

変わる。

そんな管理の初心者は、ネット

ワークのセキュリティーについての

基礎知識の習得に戸惑うものだ。

本書はそんな要求に答える解説本

である。内容は専門誌の特集記

事のような読みやすさを備えて

いる。盗聴の可能性、暗

号のしくみ、ユーザー認

証、ハッキングされ

る危険性、ファイ

アーウォール、プ

ロキシーサーバー、

DMZ、VPN、セキュリテ

ィーポリシー等が解説されてい

る。詳細説明をするとなるとかな

りのボリュームがある内容だが、概

要をさらりと書いているので、初心

者でも頭が痛くならずに済む。具

体的なセキュリティー対策について

は書かれていないが、まずセキュリ

ティーとは何なのかを知ることがで

きるようになっている。

ICQでリアルタイムコミュニケーション

『入門！最新版ICQ』

先日通勤電車の中吊り広告に目

をやると、とある男性週刊誌に

「ICQで世界中の彼女を探索せ

よ！」という見出しが踊っていた。

思わず、降りた駅のホームでその雑

誌を買ってしまった。その記事に

もコメントを寄せていたのが、本書

の著者の1人である小栗氏だ。記

事は「ICQでナンパしようぜ」と

いうものだった。しかし本書はその

延長線上の内容ではなく、ICQの

スタンダードな入門書である。ICQ

はコミュニケーションツー

ルとしてインター

ネットで普

及しているが、英語版のままで日

本語化されていない。何から何ま

で表示はすべて英語表記となって

いる。そのために、恐れおののいて

踏み込めない初心者も多い。

本書はICQを実際に使いながら、

何ができるのかがわかる構成になっ

ている。全画面英語でも怖くない

ように、必要な画面のスクリーンシ

ョットに日本語の解説を丁寧に付け

てある。そのために、流れから外れ

なければ問題なくすすむことができ

る。使われているICQはWindows

版が99aβ、Mac版が1.7.2である。

ウェブと電子メールしか知らなかっ

たユーザーは新たな楽しさを知り、

ICQのユーザーも搭載されている機

能の数々を詳しく知ることができ

るだろう。欲を言えばLANユーザ

ー向けのプロキシー設定解説等

などがあれば更によかった。
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